















































































第 二 吾β 生 成 論 と 悪















































































































































































































































































































































タイプ＼　囎 アンビヴァレンスの内容 本論でとり上げる調 悪の項目
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年齢項性別目 13 歳 18 歳男 子 女 子 男 子 女 子
射 精 60.3 81.5 98.4 99.9
または月経 (53.8) (81.0) (95.6) (99.5)
性 の 関 心 69.0 44.3 98.3 89.6(59.4) (37.3) (96.8) (88.0)
マ ス タ -ー 51.6 12.7 96.1 31.9
べ-シ 1ン′ (45.5) (9.3) (90.0) (24.6)
キ ス 4.8 3.0 40.0 36.1
(5.1) (2.3) (36.7) (25.7)
性 交 0.5 0.2 17.6 10.4













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































じめの6巻､ホラティウスの拝情話 (ェポ ドス)以外の全部､パェ ドルスの寓話詩､リウィ
ウスのはじめの5巻､等々と数え上げられるのだが､現在の私たちからみると､内容の高
腰さとその庵の多さに驚 くはかはない(,
ところで､このような内容を､父は息子にどのようにして教えたのか､次にはそれをみ
てみよう‖
私はギリシャ語の授業の予習の全部を､父が書きものをしていたその同じ部屋､同じ
机でやったr,当時英語引きのギリシャ語辞典というものはまだなかったし､ラテン請
引きのは､まだラテン語を習いはじめていなかった私には当然利用できなかったr,し
たがって私は､知らない那 吾が出るたびに､その意味を父にたずねざるを得なかった-,
(15)
→171-
　この記述からすると、暗記（つめ込み）を中心にした、独学に近い学習ともみえるが、
他方において・そのかたよりをカヴァーする努力が払われていた，，というのは、毎朝、ミ
ルは散歩を日課とする父のお伴をしており、その散歩する間に、咋日読んだ本の内容を要
約して父に話をするという習慣がつくられていたからだ，，
私は読みながら紙片に覚え書きをしるしておき、それをもとに動の散歩のあいだに父
に話をするのだ．つた。……書物について、しばしば話し合う間に、父は機会あるごと
に、文明、政治、道徳、知的修養などについて説明やら考え方やらを．与えてくれ、そ
れをあとから私の’三葉にして父の前で復習させるのだった。父はまた、私だけでは読
もうという興味を十分に持ち得なかっただろうような書物を何回も私に読ませ、それ
をll頭で報・告させた，、（16－17）
　息子に読んだ書物の内容を要約させて、自分の言葉で述べさせる訓練は、年少者の陥り
やすい誤解の訂正や基礎知識の教授を当然ともなうものであったろうが、同時に、内容を
分析してその要点を把握し、それを明確な論理によって展開するという能力を彼に養うこ
とになった。「私が身につけ得た多少の思考能力を考えるとき、私は私が受けた教育の中
で、論理学以．ヒに恩を受けたものを知らない，，私が多少とも熟達し得た最初の知的操作は、
まちがった議．論を解剖して、どの部分にあやまりがあるかを見ぬくことだった」（26），，
　対象を部分へと分解し、それらのうち、要点を筋道立てて論理的に組みたてる、という
能力が彼の内に発達するのだが、恐らくこれが彼にとっての最良の仕事とされる『論理学』
を後年彼に可能とさせることに結びついたのであろう。Cりとともに、これらの能力の育
成こそが、功利主義的な教育思想の持ち主であった父親のめざす科学的教育の要点でもあっ
たはずである。「およそ古来のいかなる科学教育の方法も、父が私に論理学と経済学を教
えた方法以．．Eに徹底的であり、また頭の働きを訓練するのに一適したものは、一一っもないと
私は信ずる「（34），，
　確かに、ミルの受けた教育は、後年彼も回想しているように、同年代の一般的な教育と
較べてみると特．異なものであったといわざるをえない，，その主な理由の一・っは、知育への
一・茁Iなかたよりであり、その結果、徳育、体育、感情教育という点がいちじるしく欠落
していたことだ。たとえば、徳育においても、それは啓蒙主義的な理性を中心とした内容
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のものとならざるをえなかった，，
父は最初から私に、世界が如何にして生まれたかは何一一っわかっていない問題であり、
「私を作ったのはだれか．1という問には答えられない、それは答えの根拠となるべき
経験もたしかな知識もわれわれにないからだ、強弓て何かの答えをすれば「それでは
その神を作ったのはだれか」という問がすぐに生じてきて、厄介さは一…歩根本にさか
のぼることになるだけだ、ということを強く印象づけた，，（46）
　神の存在が信じられない以．一E、宗教は虚偽となり、そこから由来する道徳も根拠のない
ものとなる。宗教は、「言葉の矛盾をふくむ理論を平気で容認し得るそのいい加減な考え
方、恐怖や希望や情愛に理性を従属させる態度」（45）を養う単なる精神的な迷妄にすぎ
ない。それだけではない。いつわりの最高善をつくり上げて、それらを真の美徳の代用物
として受け入れさせ、その存在の意思一通りに動くことを善としてしまうために、人間の
「道徳の規準を根本的に低下させ．1（44）すらする。こうしてミルは「普通に受け入れら
れている意味での宗教的信仰はなしに．育てられる」（42）ことになった，，
　ミルの受けた教一育の特異さのもう…つは次の点にあった，，学校に行かなかったおかげで、
同年齢の仲間に加わり、社会関係を形成するという経験を一切欠いていたことである，，
父は私が、少年が少年におよぼす悪影響だけでなく、品のない考え方や感じ方への感
染からものがれるようにと、特に熱心に意を用いた、，そのためには私が、あらゆる国
の小中学生が主として力をそそぐ方面の訓練でおくれをとるという犠牲も父はあえ七
辞さなかった。私の教育の主な欠陥は、子供たちが親からほうり出されて何とか自分
でやってゆかされるとか、集団の中にはうりこまれるとかいうことから得られるもの
のほうにあった，，（39一一40）
　さらに、彼には同年齢の友人が一人としてなく、従って彼らと…緒に戸外で遊ぶという
経験をもったことがなかった，，ここから、生涯にわたる彼の身体の無器用さが生じた，，
節制とよく散歩をしたおかげで、私はたくましくはないまでも健康に：丈夫に育ったが、
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熟練や体力を必要とするはなれわざは何もできず、ごく普通の運動競技も…つも知ら
なかった。遊びとか遊ぶ時問とかが禁じられていたわけではなかった，，勉強の習慣が
やぶれてなまけ癖がついてはいけないからと、休日というものはゆるされなかった…
…。ただ、子供の相棒がないし、からだを動かすという動物的必要は散歩でみたされ
たから、大概はひとりぽっちの私の娯楽は、書物とはかぎらぬまでも大抵静かな性質
のもので、……そういうことから私は、手先の熟練を必要とすることにはすべて、長
い間無戦馬だったし、それ以後だって穆度の差こそあれ、今1」もなお無星川である
（40），，
　ミルの受けた幼少期の教育とそれによるパーソナリティの形成については、以上でほぼ
概要が把握．できたであろう，，
3　ミルの：事例　その2
　「：12歳のころから私は、私の教育の、今までとはちがう…段進んだ段階へ入っていった、，
ここでは主要な目標はもはや思想の補助手段や道具ではなく、思想そのものであった」
（25）。こう記されているように、初期の教育段階は12歳でほぼ終了した，，これ以後は．本
格的な思想研究に入っていく。たとえばアリストテレスの論理学やリカードウの経済学の
研究がはじめられる。14歳の折りに、知遇のあったジェレミー・ベンサムの弟一家に招か
れて、1、年月フランスですごした後、この第二期の研究時期はしばらく続く，，
　「1822年の夏・、私は私としてはじめての論文めいた文章を書いた．1（69）とあるように、
やがて思想研究は発展して、白己の思想を発表する段階にいたった，，そして、父の匿話で
彼と同様に東インド会社に籍をおぐ一方で、次々と論文を発表していき、新進の学者とし
て肚問に認められ、将来を嘱望される身となった，，こうしてミルは、誰からみても順調な
人生の行路へすべり出したと思われた。ところが、ここに思いも寄らぬ；事態が生じてくる，，
それは】826年の秋だった，，私はだれしも時々おちいりがちなように、神経の鈍麻した
状態にあった，，快楽も、快い昂奮も感じなかった，，ほかの時なら愉快と感じられるこ
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とが、つまらなくどうでもよく感じられるような心境であった。……こういう状態あ
ときに私は、次のような問を白らに発して見ることに思いいたった，，いわく、「かり
におまえの生涯の目的が全部実現されたと考えてみよ，、，おまえの待望する制度や思想
の変革が全部、今この瞬間に完全に成就できたと考えて見よ、，これはおまえにとって
果して大きな喜びであり幸福であろうか？」　その時抵抗しがたい自意識がはっきり
と答えた。．「否！」と。これを聞いて私の内心の気持はガックリとし、私の生涯をさ
さえていた全基盤がガラガラとくずれ落ちた、，（】20）
　これが20歳の時にミルを襲った有名な精神的錆沈であった，，この今までに経験をしたこ
ともない精神の状態から脱しようとして、彼は様々な努力を試みる，，たとえば、以前から
の愛読書を読みかえしてみたり、それまで彼に絶えず力と活気を与えてきた、過去の高貴
で偉大であった人びとの言行に救いを求めようとする，，しかしそのような努力の数々は全
く功を奏することもなく、　「数ヵ月問、その雲はいよいよ厚くなるばかり」　G21）であっ
た，、
　「二苫痛なき、うつろなる、暗澹たる悲しみ」（121）のなかにあって、あてどない解決の
方途を求めて手さぐりを重ねているうちに、ミルは今まで自分がたどった生育の経歴をた
どりなおしてみることを思いつく。現代の精神医学の用語でいうなら、彼は経歴について
自己分析をおこなったのであるが、当時は精神医学はいまだ発達しておらず、とくに精神
分析の’方法にいたっては誰も知ってはいなかった，，それゆえに、彼は独自の方法によって
白搾分析をおこなうほかはなかった，，この有名な症状については、幾つかの説がとなえら
れているが、ここではミル自らがおこなった分析による解明に従ってみることにする，，何
よりもそれが説得力をもつのは、それたよって彼は少なくとも症状を克服できたからであ
る，，
　経歴の分析からミルが思いいたった説は、この症状は自分が父から受けてきた早期の英
才教育に「h来する、というものである，，この教育によって形成されたパーソナリティにそ
の原因があることを思い知ったのである，，先に概略をたどったその教育のあり方をささえ
ていた父の方針とは、どのようなものであったのか、これについても自伝は次のように記
す，，
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私はこれまでの学問のやり方から、すべての知的・道徳的な感じ方とか傾向とかいう
ものは、いいほうにせよわるいほうにせよ、みな観念連合の産物である、われわれが
あることを愛したりに・くんだり、ある種の行動や思索に快感を感じたり苦痛を感じた
りするのは、教育や経験の結果としてそういうものに快いあるいは苦痛な観念の連合
がまつわりついているからであると、信ずるようにしむけられてきた。……教育の目
的はできるだけ強力な有益な観念連合を作ってやること、いいかえれば、全体に利益
をもたらすようなことには快い観念連合を、また全体に有害なことにはすべて苦痛の
観）念連合を、与えてやるということであった，，（122－123）
　ここに述べられている観念連合説とは、心理学者のD．ハートリー（Hartley，　D．）の学
説のことであって、彼の学説は当時の功利主義的な教育思想の理論的な拠り所であった。
彼の説く所によると、人間の資質は生まれながらにして決定されているという生得論の立
場からすれば、教育の意義はありえなくなるのに対して、環境が人間を形成するという環
境．論の立場からするなら、教育の可能性が開ける，，子どもに良い環境を与えてやれば、良
い人間が形成される。ハートリーにあっては、良い環境とは観念連合の意味で理解されて
いる。J．ロック（Locke，　J，）は人間は生まれた時には白紙であるという見解を持ち出し、
ホッブズOI（，bbes，　TIL）はあらゆる知識の基礎は感覚に対する外界の事物の作川によっ
て引き起こされる興奮のなかに見出される、と論じた、，ハートリーはこれらの学説をさら
に進展させて、大脳における心理学的過程にもとづいて、諸々の観念が不可避的に連合さ
れる状態をつくり出し、その連合によって心のなかに一．一定の秩序が形成されると考えた，，
外部から子どもの側に働きかけることを通して、彼の内に望ましい観念の連合を形成させ、
それによって彼の経験を組織化するとともに、知的発達を促すのである，，ここに彼の科学
的な教育の仕方の根拠がある（Slmoll，　B．邦訳1977）。父ジェイムズはこのハートリーの
学説を受け入れ、功利主義的教育を普及させるための理論として信奉しただけでなく、こ
の学説にもとづいて実際に息子の教育をも組織立てたわけである，，
　ともかく、ミルが思いいたった早期教育の欠陥は、この観念連合説のもつそれでもある，，
ミルはこれらの欠陥を的確に指摘している，，その第一点は、観念連合により形成される連
想とは人工的なものであって、それゆえに、自然のうちに形づくられる連合に比較するな
らば、その連合関係は不安定であることをまぬがれがたい、ということである，，1一このよ
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うにしてむりにある事と速想される苦痛や快楽は、何ら自然の結びつきによってそれとつ
ながっているのではない．1（123），，
　ところで、このように人工的に形成された結びつきすらも、先にみてきた理性中心の教
’育を支える分析能力の肥大によって容易に破壊される、，この点が第二の欠陥である。「こ
ういう連想が永つづきするためには、分析の力が習慣的に動き出すようにならないうちに、
その結びつきがほとんど切っても切れぬまでに根深いものになってしまっていることが必
要不可欠であるlG23）、，
　なるほど、知的操作とりわけ科学的認識においては、対象の分析は欠かせない。外界の
事象の分析、たとえばリンゴの落下という現象の分析は、法則（万有引力）の発見におい
て重要な役割をはたす，，「分析のおかげで本質的に永続する因果関係が、事と事との問の、
人間の意志や感情に依存するのではない真の関係が、はっきりとわかってくるばあい」に
は、この方法は有効である（124），，ところが、分析力は外界の事象ばかりでなく、認識
者本人の内面的な問題、感情や情緒をすらもその対象とする。これらの対象は部分に分割
されれば破壊されてしまう全体的なものである，，このため次のような結果をもたらす，，
「分析の習慣は、原因と結果、あるいは手段と目的との連想を強めることになるばあ
いもあるけれども、平たくいえば単なる感情の問題にすぎないような連想は全面的に
弱める傾向を持つ，，したがってそういう習慣は、（私の考えでは）思慮分別や洞察力
には味方であるが、情熱家や善人にとっては絶えず根をおそって来る害虫であり、と
りわけ、連想から生まれるところの、ということは言いかえれば、当時の私の：考えに
よれば純粋に肉体的・生理的なものだけを除いたということだが、そういうすべての
欲望やすべての快楽を猛烈にやっつけるものであった」（124），，
　たとえば、私たちが日常の生活のなかで、ある哀：しみにとらわれるとき、　「この哀しみ
は何か、どこから山来するのか」と、もし自分に問いかけるなら、その次の瞬間には当の
哀しみは薄らいでしまうか、消失してしまうことであろう，，欲望や感情は、私たちが生き
ていく．ヒでの源泉となるのだが、それらは分解されて部分化してしまえば死滅するか、弱
体化する性質のものだ，，この点は、ミルの受けた理想主義的、啓蒙主義的な宗教・道徳教
育にも通じていえる傾向である。人類への奉仕という観念は、子どもにあっては自然に生
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じてくる感情と結びつきにくい。そこで、大人の力によって、善の感惜と連合させてやる
ことになる。この意味において、この観念連合は、隣人への具体的で個人的な共感をとも
なっていない人工的な連合である。そのために、本人にとっては心の底から自らをつき土
げる説得力をもちえない。「善とか人類のためとかいうことにも真のよろこびは感ぜず、
さればといって他の何；事にも格別よろこびを見いだしているのでもなかった，，心中の虚栄
や野心の源泉も、善…行の源泉におとらず、完全に櫃1れてしまったかに見えた」（】25），，
　ロレンスのいい方に従うなら・ミルの早期の英才教育は彼に1生きるカ」を養成せず、
逆にそれをそいでしまうものであった。ミルの自己分析はこの心的な次元にまでとどいて
いたことになる。「私の長い間の知的修練が、早期に何でもかんでも分析してしまうこと
を私の抜きがたい脅慣にしてしまって、そういう分析の持つすべてを解きほこすカに抵抗
できるだけの強さのある感情を・私の受1熊教育は育ててくれなかったのだ」（】25），，
4　デジタルな知とアナログな知
　以ヒにみてきた中産階級のパーソナリティとしてのミルの生育歴とその反省について、
次に理論的な整理を加えておこう，，
　モーリス●バーマン（Berma11，　M・）は・G．ベイトソンにならって、人間の基本的な想、
考様式をデジタルな知とアナログな知の二つに分け、これらを使ってパーソナリティの類
型を構成しようとする。その際に使川されるデジタルとアナログとは、次の意味を含んで
いる。周知のように、量を示す用語として、これら二つの言葉は使用されてきた，，計算尺
に代表されるように、昂：が連続的に変化していくために、中間の数値を無限にとることが
できる最を示すのにアナログという言葉が用いられる，，これに対して、自然数にみられる
差異は、その中開がとれず断絶している。　「0と1」という数値においては、二数は不連
続であって、これを使用することによって、あらゆる演算式が可能となる。これがデジタ
ルの意味であった，，
　この通常の定義を使用して、バーマンはこれらの用語を思考様式へ転換する，，
デジタル的な知とは、言語的・＝・合理的な知の形態であり、印刷術の発明とともに飛躍
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的に増大した抽象的な知である。デジタルな知のよるべである言葉というものは、そ
れが指し示すものとの間には何ら必然的な関係を持っていない（牛は大きいが「牛一1
という言葉は少しも大きくない）（Bermall，　H．邦訳蓋989：250）。
これに対して、
アナログな知は図形的な知である。すなわち情報それ自体がその情報によって伝えら
れるものを体現している（大声は強い感情を体現する）。この類の知がポラニーの言
う意味での暗黙知であり、詩、ボディー・ランゲージ、ジェスチャーや抑揚、夢、芸
術、幻想などはすべてこちら側に含まれる。（Berman，蝦．邦訳1989：250）
　これら二つの知は、最終的に、相互に翻訳することはできない，，人聞の行為には常にこ
れら二つの知がかかわる。たとえば、日常の言語の伝達には必ず声の抑揚やジェスチャー
がともなわずにはいないが、そのことによって、言語的メッセージがいかに解釈されるべ
きかの指示を与えている。アナログ的な知は、デジタル空知である言語的メッセージのい
わば背暴を形成している。これら両者の関係には、ゲシュタルト心理学でいわれる図と地
の関係が存在している，，この点において両者は単純な二極関係に置かれているわけではな
い，，
　人間の行為がこれら二つの知によって成り立つと仮
定されるのであればミ人間のパーソナリティもこれら
両者の組み合わせから成り立つと考えてもよいだろう，，
なぜなら、行為のもつパタンを支持し、方向づける、
行為よりもさらに、上位のパタン、すなわちパタンのパ
タンこそが、パーソナリティであるからだ、，この意味
で、パーソナリティは論理階型の点で行為よりも上位
に位置しており、両者は集合とその要素の関係にある。
〈図8ヨ〉
　　　行為とパーソナリティの
　　コミュニケーション回路
　　　　　　1
D A
私たちはあるパーソナリティ類型を越え出る行為をなしえないのである，，そこで、これら
両者の組み合わせと統合のあり方を分かりやすくするために図で示してみよう，，〈図8…1
＞におけるDとはデジタルの回路を、Aとはアナログの回路を示し、これら両者を統合す
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る回路を1で表す，，
　このコミュニケーション回路の図を使って、ミルのパーソナリティが説明できる，，ミル
において、早期の英才教育は1）の回路の発達を促進した，，つまり言語能力、論理操作能力、
分析力、暗記の能力などの知性を巾心とする発達であった、，ところが、他方において、A
の回路を発達させるための努力はほとんどなされてはこなかった，，図である【）を浮き立た
せる琴き地たるAの未発達、つまり両者のアンバランスが、彼の人格の発達の不安定さを
結果としてもたらしたのであったが、この点について考えるためには、さらにアナログな
知について説明を加える必要がある，，
　バーマンも述べていたように、アナログな知とは暗黙知（tacit　klK，wIedge）のことで
もあった。暗黙知は私たちの現実の言認識が不完全であることを前提とする，，事物を言認識の
対象とするとき、私たちは対象を自分とは関係のない客体として観察する。このとき、観
察主体は対象をほぼ完全に認識することができる。これに対して、社会的な事象を観察す
る場合、観察それ自体が対象に影響を及ぼすために、つまり主体が対象をとりかこむ状況
の内部にも同時に位置しているために、対象を外部から自らに関係のない客体として把握
することができない。見られている他者はそのことによって態度を変容させ、それがまた
主体に反射する。ここに無限の循環が生ずる。内部に在る者が外部に在るかのごとく観察
してみても、対象の把握は不完全であることはまぬがれない，，
　さらに第二の前提は、部分と全体とにかかわる，，対象の観察は、部分に依存するととも．
に全体にも同時に関係している。対象の有する諸細目だけに注目すると、私たちは全体が
とらえられなくなる。しかし、全体の把握は部分なくしてはありえない，，この．二つの項目、
部分と全体の協力によって構成される包括的全体の’把握が理解するということである，，
　これら．：二つの前提とかかわって第三の前提が存在する。すなわち、暗黙の’認識において
は、認識する主体が認識する対象の内部に参入するということである，，不完金な’認識とは
この主体の内部化とかかわっていたのであり、また、部分と全体との関連では、霊体は部
分をなしてもいたのである。たとえば、スポーツを観戦している際には明らかに内部化が
生じている。私たちはグラウンドの選手の動きの内に、自らの身体を重ねあわせることに
よって、彼らがおこなっていることを理解していく、，それゆえに、ときには思、わず選手の
とる動きと同じ動きが外部に表れてしまうこともある。技術的な知、たとえば職人的な仕
事、においては、身体的な参入が大きな役割を担っている，，それゆえに、学ぶよりも慣れ
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よという言い方とか、幼いときから見ることによって芸が暗黙に習得される芸の家元制と
かは、この知のあり方を基盤に成り立っている（Polally，　M．邦訳】980），，
　これらの前提に立つならば、ミルの生育歴において決定的に欠落していたものが、実は
アナログな知、すなわち暗黙知であったことが納得できるはず裁，彼は岡年齢の子どもた
ちと戸外で身体を動かして遊ぶという経験が一度目してなかった，，仲聞との遊びのなかで
養われるのは、身体の動きや知覚を介して、他者の動きをなぞり、それのなかへ参入する
ことによって理解し、共感し合うという能力であるからだ。彼の1．私は終生無器川であっ
たば40）という述懐は、彼の知覚一・運動の身体が外部の事象のなかに・参回目、それらと
内的な触れ合いをもっことが困難であったことを示しているだろう（亀山1991），，
　この共感の能力の発育不全は、平めあの精神的鋼沈をもたらした原因とも考えられる。
「アナログ的な知はいたるところに浸透した雄大な知である、，アナログ的知こそが知覚と
認知のτ1＝＝台（地）なのだ」とバーマンが述べているように（Bermall，　H．邦訳294）、アナ
ログ的知一暗黙知は人間の諸行為、人格の根源をなしている，，この知を背景とすることに
よってのみ、デジタルな知は、特性を発揮しうる，，図（デジタル）に地（アナログ）は不
可欠である。行為の次元だけでなく、メタ行為の次元にあるパーソナリティにおいても例
外ではない。ミルにあっては、デジタルの早期における肥大化、その反面におけるアナロ
グの不完全、未発達化が顕著であった，，彼の精神的不調はこのアンバランスが産み出した
ものである。というのは、彼がもっとも創造性を必要とされる時期において、この錆沈が
生じたことから分かるだろう。創造的行為（それは学問上の仕事においてもそうであるよ
うに）は、これら二つの知の統合の上にのみ成り立つからである，，
　このことを、たとえばA．ケストラー（Koestler，　A．）は、二連合の図式として表して
いる（K（，estlc：r，　A．邦訳1969）。次元を異にする二つのマトリックスが出会う際に創造
行為がξkずる、というのが彼の命題であった，，たとえば次の例をあげよう，，潮が干満の動
きをすることは、幾千一年も前から人類によく知られた事実であった。同様にして、月の動
きもよく知られていた。しかし、両者を関連させるアイディア、つまり潮の干満は月の引
力が原因であるとする考えは、17世紀にあるドイツの天文学者が初めて思いついたものだっ
た。この思いつきは、現在の時点からみれば当然のように思えるが、当時は奇抜なもので
あって、あのガリレイ（Ga1Hei，　G．）すらも…笑にふしたといわれる，，一二っの嘉実一…一．．
潮の干満、月の満ち欠け一一　はともにデジタルな一知であるが、これらを結びつけるという
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働きはデジタルな知からは生じず、アナログな知によるほかはなかった，，
　こうした創造性（creativi－［y）は、科学の領域であろうと芸術の領域であろうと、デジ
タルとアナログの．連合から生まれる。ミルにおいては、創造性が必要とされる時点にいたっ
た際に、両者のアンバランスが自覚された。と同時に、それがさらに人格の次元にまで対
応するととになった。人格め変容・発展も、実は人閻の有する創造力にかかわっているか
らだ。すなわち、行為の次元、人格の次元のどちらにおいても、創造性はこれら二つの知
の働きの統合の．．しに成り立つ。それゆえに、これらの．二つの知のアンバランスは、学問一．ヒ
の行きづまりを生じさせるだけでなく、人格の発達においても支障をきたすことにつなが
る，、ミルにおいては、これら二つの次元が必然的に結びついて出現したと考えられる，，
　ところで、ここにいたって冒頭のロレンスの指摘にもどることができよう，，ミルが受け
た教育、それを中産階級に特有な教育の形式の極限的なケースとしてみるなら、それは知
性・理性・部分的というデジタルな知の側面を強力に発達させる反面、身体・感情・全体
的なものというアナログ的な知の極端な未発達の上に成り立つものであった，，そのことを
ロレンスは、rl」産階級の人は「はげしいものを持た」ない、あるいは「生命をすりへらし
た状態1にある、としてとらえていたのであった，，‘
　こうしたアナログ的知の発達をいちじるしく欠いたパーソナリティは、19世紀英国の中
産階級に特有ととらえるべきではなく、高度な産業社会に生きる中産階級に共通するパ』
ソナリティととらえることもできるのではあるまいか，，なぜなら、ミルの人格特性は、M．
ヴェーバー（Weber，　M．）が定式化した、プロテスタントの世俗内禁欲の態度の、より世
俗化した形態であると・考えられるから．だ（Weber，荒．邦訳199D，，そこでは神への信仰の
代わりに理性への信仰が代置：されている、，
　近代社会においては、アナログの知は排除されるか、低い地位におとしめられる，，「近
代以前の知においても、もちろんデジタル的知は存在したが、それはアナログ周知のため
の道具にすぎなかった。科学革命以後、・逆にアナログがデジタルの道具となり、デジタル
によって全面的に抑圧された」（Ber銅a11，凹．前掲書：294）。このようにバーマジは別の．文
脈から同様のことを述べている。この点において、ヴェーバー型の近代的人聞を越えると
いうことは、アナログ的な知を回復することだと言い換えることができる。それは、身体、
感情、全体的なもの、すなわちメルロ＝ポンティαerleau－P（，nty，　M．）が野性（Sauvage）
と1呼んだものの回復でもある（盟erleau－Ponty，　M．邦訳1982），，
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　しかしながら、それは単純な野性の回復、未開人の復活ではないだろう，，この点におい
てもロレンスの洞察は二豊かであったと思わないわけにはいかない。狭隙ながらも「はげし
いもの．1を持つ労働者階級は、知性においてあまりにも狭いからだ，，ロレンスはデジタル
とアナログの新しい次元でのバランスを求めていたのであり、これはバーマンのいう所と
同じである。両者がたがいに新しい次元で滋養を与え、補い合う関係が求められている，，
しかし、それはどのようなものかは、ここではこれ以一上述べることはできない。
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8章註
（1）この数字は、以下のP．カフーンの著書にネされた統計によっている。Colquhoun，　R，
八　Treatise　on　the　Wealth，　Power，　and　Resources　of　βritish　E皿pire，1815，：106－7，124
－8。なお、この書については、長島伸一（1987）からの重引によっている。
（2）以下、書名表記のない引用はすべてこの訳書からのものであり、頁数は訳書のもので
あることを断っておきたい。
（3）ミルと同時代を生き、彼の死後、彼についての評伝を書いた、A．ペインの評価に従っ
ている（Bein，八．1882邦訳1993）。
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